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前年度比

30 年度

１次評価日（主幹等）

評価対象年度 平成

２次評価日（課長等）

課等

都市空間の充実

151101

小口　直伸作成者建設水道部 都市計画課

コード

事務事業評価表（内部管理事務等）

事業名

担当部課

都市景観整備事業

部等

事業概要

根拠法令

予算科目

＊30年度に、いつ・どこで・誰が・何を・どのように行ったか、という具体的な内容

３

快適に生活できる、都市機能の充実したまち

政　　策 施　　策

事業の実施内容

31年度(予算）

なし

市内に設置してある都市サインの修繕を行った。
・劣化が進んでいる車両誘導サイン６基について修繕を行った。

目
的
体
系

基本目標

良好な都市景観の保存と創造

事業の概要等 ＊対象者（誰のため)、意図（どのような状態にしたいのか）

事業の概要
（簡潔に）

道路を利用する人が、安全で快適な道路環境の形成に向け、道路空間のデザイン性の向上
に努め、アメニティ性の高い道路づくりを進める一環として都市サインを整備する。

目
的

28年度

対象者 岡谷市への来訪者

区　分

市内主要施設等への誘導をスムーズに行う

都市サインの修繕に要する経費

② 人件費 400,000

509,815
0

510,000509,727

なし（直営）

206,629
509,815

ア）コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算）

509,727
30年度

① 直接事業費

29年度
510,000

909,815

0.05

100.0% 100.0%

400,000

0

意　図

前年度の課題
への対応

特になし

街路管理事業費 業務委託

実施義務 その他（内部事務等） 国県補助

③ 合計コスト（①＋②） 910,000909,727

●事業の実施内容（DO）

206,629

[単位：円]

経常経費

様式第３号



イ）負担金、補助金、交付金の状況

７

８

●次年度の計画（PLAN）

●改善の内容（ACTION）

・目視点検は見積徴取のうえ、次年度に点検を行えるよう検討する。
・シンボルサインは撤去、管理のしやすいサインへ変更する等、検討を行う。

（事務を正確に実施し、少ない費用で効率的に事業を行う上で、現在課題になっていること）

・長野県屋外広告物条例により、目視点検が義務化されたが、費用が掛かるため条例に準じた点検が
できていない。
・市境にあるシンボルサインが意匠を凝らしたデザインであるため、修繕がしにくい。

改
善
方
法

（上記の課題をふまえて31年度以降に実施する、具体的な改善の内容）

改善開始時期

継続して実施 ９ 施策評価による31年度の優先度
*H29年度施策評価表より転記すること

Ｂ次年度の方針

令和２年度

具体的な課題と改善

課
　
題

金額

[単位：件、円、％]

負担金補助金 28年度 29年度 30年度 31年度(予算）

件数

金額

金額

金額

金額

件数

件数

ア)の①に含まれる負担金
等合計金額及び割合

合計金額 0 0 0 0
割合 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

件数

件数


